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永
瀬
秀
樹
県
議
会

議
員(

63)

の
県
政
報

告
会
が
、
２
月
４
日

新
郷
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　
自
民
党
川
口
支
部

新
郷
連
合
支
会
長
鈴

木
一
さ
ん
の
開
会
挨

拶
、
新
郷
東
部
治
水

協
議
会
会
長
鈴
木
歳

男
さ
ん
、
前
原
博
孝

市
議
、
飯
塚
孝
行
市

議
と
続
い
た
。

　
列
席
の
関
根
和
雄
、

中
山
久
仁
夫
、
大
場

茂
樹
、
長
谷
部
秋
仁
、

細
川
み
さ
を
、
寺
本

正
和
、
山
﨑
一
夫
、

遠
藤
太
嘉
志
代
行
、

各
町
会
長
の
紹
介
の

あ
と
、
永
瀬
県
議
が

登
壇
。

　
ま
ず
実
家
の
祖
父

は
、
市
議
会
議
長
を

務
め
た
新
藤
勝
衛
、

ま
た
、
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
は
実
兄
。

平
成
４
年
、
元
川
口

市
長
の
永
瀬
洋
治
氏

の
養
子
と
な
り
、
永

瀬
秀
樹
と
改
名
等
の

生
い
立
ち
を
語
り
、

日
本
交
通
公
社
（
現

Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
か
ら
平
成

23
年
川
口
市
議
を
経

て
、
27
年
埼
玉
県
議

と
な
り
現
在
２
期
目
。

　
県
政
報
告
は
全
体

に
関
す
る
働
き
か
ら
、

日
暮
里
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
延
伸
、
新
郷
東

部
公
園
、
区
画
整
理
、

安
全
を
高
め
る
道
路

「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」、

都
市
農
業
等
、
新
郷

の
多
く
の
課
題
に
働

き
か
け
て
い
る
。

　
「
埼
玉
県
、川
口
市
、

新
郷
地
区
の
政
策
実

現
の
為
、
皆
様
と
共

に
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
満
員
の
聴
衆
に
熱

く
語
っ
た
。

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

『
割
れ
窓
理
論
』
を
実

践
し
、
犯
罪
の
な
い

街
に
」
等
熱
心
に
挨

拶
さ
れ
た
。

　
顧
問
代
表
の
大
栁

祐
一
さ
ん
は
「
街
を

き
れ
い
に
清
潔
に
す

る
た
め
に
軽
自
動
車

を
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
故

の
無
い
様
に
活
躍
し

て
く
だ
さ
い
」
と
。　
　

　
大
勢
の
来
賓
の
皆

さ
ん
か
ら
も
喜
び
の

挨
拶
が
贈
ら
れ
た
。

1
月
22
日
、
赤
井

町
会
（
町
会
長
＝
関

根
和
雄
さ
ん
）
は
町

会
会
館
で
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
行
い
、

恒
例
の
新
年
会
を
開

催
し
た
。

　
来
賓
の
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
秘
書
の

菊
地
博
さ
ん
始
め
、

県
議
、
市
議
、
細
川

み
さ
を
前
野
宿
町
会

長
、
赤
井
氷
川
神
社
、

民
生
委
員
、
町
会
関

係
者
な
ど
１
０
０
名

近
く
が
列
席
さ
れ
た
。　

　
関
根
町
会
長
は
、

「
１
枚
の
割
ら
れ
た
窓

ガ
ラ
ス
か
ら
町
全
体

が
荒
廃
し
て
し
ま
う

　
１
月
18
日
、
東
本

郷
で
「
く
に
ち
ゃ
ん

ふ
ぁ
〜
む
」
を
経
営

す
る
鈴
木
歳
男
さ
ん
、

國
雄
さ
ん
、
慶
太
さ

ん
の
親
子
３
代
が
、

大
野
元
裕
知
事
に
イ

チ
ゴ
と
白
菜
の
差
し

入
れ
で
す
。

　
埼
玉
県
品
種
の
イ

チ
ゴ
、（
あ
ま
り
ん
か

お
り
ん
）
は
甘
さ
と

香
り
、
川
口
農
業
ブ

ラ
ン
ド
の
白
菜
、（
オ

レ
ン
ジ
ク
イ
ー
ン
）

は
甘
さ
と
柔
ら
か
さ

が
特
徴
で
ど
ち
ら
も

と
て
も
素
晴
ら
し
い

出
来
で
す
。　

　
差
し
入
れ
と
共
に

都
市
型
農
業
の
難
し

さ
と
工
夫
に
つ
い
て

知
事
に
紹
介
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
地
元
・

都
市
型
農
業
に
関
す

る
取
り
組
み
に
も
励

ん
で
い
き
ま
す
。　
　

　
写
真
左
か
ら
、
立

石
泰
広
県
議
、
慶
太

さ
ん
、
大
野
知
事
、

歳
男
さ
ん
、
國
雄
さ

ん
。

　
文
・
写
真
共
、

立
石
泰
広
県
議
提
供
。

　写真前列左から、藤嶋朋子さん、粕谷笑子さん、大栁祐一さん、千葉正吾さん、
関根和雄町会長、相馬豊さん、石島正文さん、嶋根宏之神社総代長。
　後列左から、菊地博秘書、村津孝徳さん、永瀬秀樹県議、萩原一寿県議、
立石泰広県議、前原博孝市議、幡野茂市議、飯塚孝行市議、岡村ゆり子県議。



　
１
月
23
日
、
貝
塚

落
有
志
代
表
の
山
田

𣳾
一
さ
ん
、
長
谷
部

秋
仁
大
東
町
会
長
、

遠
藤
太
嘉
志
峯
町
会

長
代
行
は
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
に
、
貝
塚

落
第
１
調
節
池
工
事

が
始
ま
っ
た
お
礼
の

挨
拶
と
、
貝
塚
落
上

流
部
分
付
近
に
も
第

２
調
節
池
の
設
置
を

と
要
望
書
を
添
え
て

お
願
い
し
た
。

　
昨
今
の
異
常
気
象

に
よ
る
時
間
雨
量
が

１
０
０
ミ
リ
を
観
測

す
る
な
ど
、
想
像
を

超
え
て
い
る
現
状
を

説
明
さ
れ
た
。

　
飯
塚
孝
行
市
議
は

「
地
元
議
員
と
し
て
、

新
郷
地
区
の
治
水
対

策
が
進
む
よ
う
に
、

今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
。

　
い
ち
ご
狩
り
が
楽

し
め
る
市
内
で
は
珍

し
い
農
園
、
東
本
郷

の「
く
に
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ

〜
む
」
で
栽
培
さ
れ

　写真左から、永瀬秀樹県議、奥ノ木信夫市長、鈴木
歳男さん、鈴木國雄さん、飯塚孝行市議。

本
紙
に
広
告
の
ご

協
力
を
賜
っ
て
い
る

(

株)

桜
井
土
木
の
櫻

井
昭
人
社
長
の
母
静

枝
さ
ん
（
92
）
は
今

年
も
、
昨
年
秋
よ
り

丹
精
込
め
て
作
っ
た

作
品
を
１
月
27
日
赤

井
の
サ
ン
テ
ピ
ア
に

寄
贈
さ
れ
た
。

ミ
シ
ン
と
手
縫
い

で
、
お
手
玉
６
７
６

個
、
巾
着
袋
１
７
５

個
を
持
参
さ
れ
た
。

　
贈
呈
式
に
は
、
サ

ン
テ
ピ
ア
常
務
理
事

の
池
田
誠
さ
ん
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
関
根

和
雄
赤
井
町
会
長
も

列
席
し
た
。

　
静
枝
さ
ん
は
「
自

分
の
着
物
や
頂
い
た

布
で
袋
を
作
り
、
持

つ
と
こ
ろ
は
毛
糸
で

編
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

使
っ
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
」

と
微
笑
む
。

　
１
月
28
日
に
フ
レ

ン
デ
ィ
ア
に
て
川
口

市
主
催
・
拉
致
問
題

を
考
え
る
会
（
代
表

＝
前
原
博
孝
）
共
催

に
よ
る
「
拉
致
問
題

を
考
え
る
川
口
の
集

い
」
が
来
場
者
約

２
０
０
名
を
集
め
て

開
催
し
ま
し
た
。　

　
第
１
部
「
拉
致
被

害
者
家
族
の
訴
え
」

で
は
、
川
口
市
拉
致

被
害
者
・
田
口
八
重

子
さ
ん
の
長
男
で
拉

致
被
害
者
家
族
連
絡

会
事
務
局
長
の
飯
塚

耕
一
郎
さ
ん
が
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
耕
一
郎
さ
ん
が
１

歳
の
と
き
に
母
親
の

田
口
八
重
子
さ
ん
が

北
朝
鮮
工
作
員
に
拉

致
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
自
身
が
田
口
八

重
子
さ
ん
の
子
ど
も

だ
と
知
っ
た
の
は
、

昭
和
62
年
の
北
朝
鮮

写真左から、新藤義孝衆議院議員菊地博秘書、前原博孝市議、
照山悦子新郷の文化を考える会代表、飯塚耕一郎さん。

工
作
員
大
韓
航
空
機

爆
破
犯
・
金
賢
姫
の

証
言
に
よ
る
も
の
と

の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
田
口
八
重
子

さ
ん
も
今
年
の
６
月

で
北
朝
鮮
に
拉
致
さ

れ
て
45
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　
被
害
者
家
族
の
高

齢
化
も
進
み
、
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方

が
増
え
て
い
く
中
、

被
害
者
の
一
刻
も
早

い
救
出
を
訴
え
ま
し

た
。

　
飯
塚
繁
雄
さ
ん
の

最
後
の
言
葉
で
あ
る

「
絶
対
に
諦
め
な
い
」

と
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、「
拉
致
問
題
に
関

心
を
持
ち
続
け
、
声

を
上
げ
北
朝
鮮
に
圧

力
を
か
け
続
け
て
欲

し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　
文
・
前
原　
博
孝

池
田
さ
ん
は
「
頭

が
下
が
る
ば
か
り
で

す
。
色
の
配
色
、
セ

ン
ス
の
良
さ
、
頂
く

皆
さ
ん
が
明
る
く
な

り
、
喜
ん
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
い
つ
も
大
変
あ

り
が
た
く
感
謝
申
し

ま
す
」
と
。

関
根
さ
ん
は
「
丹

精
込
め
て
よ
く
作
っ

た
も
の
で
す
ね
。
町

会
員
に
も
指
導
し
て

ほ
し
い
で
す
よ
」
と

感
動
。飯塚

市
議
は
「
今

年
も
た
く
さ
ん
の
お

品
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
、
地
元
選
出
の
市

議
会
議
員
と
し
て
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
。

写
真
左
か
ら
、
飯

塚
さ
ん
、
昭
人
さ
ん
、

静
枝
さ
ん
、
池
田
さ

ん
、
関
根
さ
ん
。

写真左から飯塚市議、遠藤さん、奥ノ木市長、長谷部さん、山田さん。

て
い
る
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
で
甘
く
、

や
わ
ら
か
い
白
菜「
オ

レ
ン
ジ
ク
ィ
ー
ン
」

が
「
川
口
農
業
ブ
ラ

ン
ド
制
度
」
の
最
上

位
ラ
ン
ク
「
ブ
ラ
ン

ド
認
定
」
の
農
産
物

に
指
定
さ
れ
た
。　

　
イ
チ
ゴ
も
認
定
頂

い
て
い
る
お
礼
に
と
、

鈴
木
歳
男
さ
ん
、
國

雄
さ
ん
親
子
が
、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
に
お

礼
の
品
を
贈
り
、
ま

た
、
イ
チ
ゴ
担
当
の

慶
太
さ
ん
か
ら
、
都

市
近
郊
農
業
に
携
わ

り
、
後
継
者
問
題
に

つ
い
て
の
取
組
等
の

文
書
を
届
け
た
。

　
市
長
は
「
こ
だ
わ

り
の
も
の
を
作
っ
て

く
れ
れ
ば
、
川
口
の

農
産
物
も
品
質
向
上

に
つ
な
が
り
、
だ
ん

だ
ん
減
っ
て
い
く
農

業
を
盛
り
上
げ
て
い

く
力
に
な
っ
て
く
る
。

こ
だ
わ
り
の
逸
品
を

作
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
」
と

感
謝
の
言
葉
。



る
整
備
の
要
望
な
ど

に
も
力
を
注
ぎ
、
峯

バ
ス
停
付
近
の
市
有

地
に
待
合
場
所
を
お

願
い
し
た
り
、
防
犯

活
動
に
も
先
頭
に

立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。　

　
新
郷
連
合
町
会
と

し
て
も
次
を
担
う
逸

材
だ
と
期
待
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
悔

や
ま
れ
て
な
り
ま
せ

ん
。

　
残
さ
れ
た
ご
家
族

皆
様
の
心
中
は
い
か

ば
か
り
か
と
お
察
し

申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

　
新
郷
連
合
町
会
長　
　

　
　
　
前
原　
博
孝

会
会
計
部
長
・
総
務

局
長
と
執
行
部
を
２

期
務
め
令
和
２
年
度
、

山
田
𣳾
一
前
町
会
長

の
後
任
と
な
ら
れ
ま

し
た
。

　
持
ち
前
の
行
動
力

で
、
休
眠
状
態
だ
っ

た
老
人
会
を
復
活
さ

せ
、
老
人
会
の
会
長

も
兼
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
会

行
事
が
出
来
な
い
そ

の
費
用
で
、
町
会
私

有
地
に
防
災
倉
庫
を

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
峯
貝
塚
落
等
の

治
水
対
策
、
新
郷
多

目
的
遊
水
地
の
更
な

　
令
和
４
年
12
月
30

日
７
時
33
分
に
清
水

健
二
峯
町
会
長
が
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
68
歳
と
今
の
時
代

で
は
若
い
ご
逝
去
で

し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
峯
町

歯
科
医
の
風

安
行
東
小
学
校
の

学
校
歯
科
医
を
や
っ
て

20
数
年
、
子
供
た
ち
の

お
口
の
中
を
診
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
子
供
の

数
と
虫
歯
の
数
が
多

く
、
１
ク
ラ
ス
終
わ
る

と
、
次
の
ク
ラ
ス
が
ド

ド
ド
ー
と
入
室
し
て
き

て
、
と
て
も
活
力
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
を
１
日
が
か

り
で
何
と
か
こ
な
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は

子
供
も
虫
歯
も
少
な
く

て
、
半
日
以
内
で
さ
ら

り
と
検
診
終
了
で
す
。

確
か
に
、
子
供
が
少
な

い
。政

府
は
今
ま
で
の
、

一
向
に
効
果
の
上
が
ら

な
い
少
子
化
対
策
を
強

化
し
て
、
子
供
庁
な
る

も
の
を
作
り
ま
し
た
。

子
供
を
増
や
す
た
め
の

政
策
を
掲
げ
、
予
算
を

つ
け
て
い
ま
す
。
子
供

の
教
育
の
無
償
化
と

か
、
所
得
に
関
係
な
く

18
歳
以
下
の
子
供
に
は

お
金
を
配
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
借
金
で
す

ね
。
こ
れ
は
将
来
返
さ

な
く
て
は
い
け
な
い
も

の
、
そ
の
た
め
の
大
変

な
苦
労
が
待
っ
て
い

る
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
事

は
み
ん
な
分
か
り
ま

す
。確

か
に
、
今
の
子

供
を
産
め
る
若
い
世
代

は
、
結
婚
願
望
も
子
供

を
持
ち
た
い
と
言
う
希

望
も
低
い
よ
う
で
す
。

日
々
の
生
活
は
一

応
満
た
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
将
来
的
に
は
不

安
だ
と
言
う
事
で
す

ね
。
今
は
楽
だ
が
、
そ

の
後
の
事
は
安
心
安
全

で
は
無
い
の
で
す
。

こ
れ
で
は
希
望
や

夢
は
持
て
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
働
け
る
、
借

金
し
な
い
で
暮
ら
せ
る

世
の
中
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。

　
岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）

    　
院
長　
岩
下　
一
三

　
東
本
郷
小
学
校（
校

長=

朝
倉
信
行
さ
ん
）

は
、
１
月
28
日
３
年

振
り
に
「
絆
事
業
・

ひ
が
ほ
ん
ま
つ
り
」

を
、
管
理
棟
で
開
催

し
た
。

　

規
模
を
縮
小
し

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で

７
種
類
の
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
。
体
育
館
で
の

「
ひ
が
ほ
ん
ス
タ
ー

誕
生
」
で
は
、
児
童

有
志
が
、
持
ち
前
の

腕
自
慢
、
５
年
生
の

松
田
理
都
君
の
ピ
ア

ノ
演
奏
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
。「
４
歳
か
ら

ピ
ア
ノ
を
始
め
、
毎

日
１
時
間
は
練
習
、

将
来
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

を
目
指
し
た
い
で
す
」

と
微
笑
む
。

　
朝
倉
校
長
は
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
子

ど
も
達
の
為
に
力
を

注
い
で
い
た
だ
き
感

謝
で
す
」
と
。

　
鈴
木
会
長
は
「
３

年
振
り
に
や
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
限
ら

れ
た
時
間
を
み
ん
な

楽
し
ん
で
く
れ
て
嬉

し
い
で
す
」
と
。

写真左から、朝倉校長、藤森信之教頭、本山郁美主幹教諭、鈴木圭一会長。

　
２
月
３
日
、
峯
ヶ

岡
八
幡
神
社
（
宮
司

＝
宮
本
洋
平
さ
ん
）

で
節
分
祭
の
豆
ま
き

が
、
コ
ロ
ナ
前
と
同

じ
形
式
で
３
年
振
り

に
実
施
さ
れ
た
。　

　
年
男
の
飯
塚
孝
行

市
議
と
息
子
さ
ん
の

佑
長
く
ん
、
永
沼
義

隆
さ
ん
、
大
和
湖
雄

勝
（
お
お
や
ま
と
う

み
ゆ
う
し
ょ
う
）
さ

　写真前列左から、飯塚佑長くん、飯塚孝行市議、松本安弘総代長、宮本宮司、大和
湖さん、永沼義隆さん、松本佳和さん、永瀬秀樹県議、前原博孝市議、関係者の皆さん。

ん
が
、
関
係
者
と
共

に
豆
ま
き
を
行
っ
た
。

　
宮
司
の
宮
本
さ
ん

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
判

断
に
迷
い
ま
し
た
が
、

総
代
さ
ん
が
背
中
を

押
し
て
く
だ
さ
り
実

行
で
き
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
微
笑
む
。　
　

　
大
勢
の
訪
れ
た
人

は
「
沢
山
の
福
を
頂

き
ま
し
た
」
と
。

　
「
意
思
を
貫
き
、
遺

志
を
継
ぐ
」
岡
村
ゆ

り
子
（
41
）
県
議
会

議
員
は
、
１
月
31
日

新
郷
公
民
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル
で
県
政
報
告

会
を
開
催
し
た
。

　
県
議
が
昨
年
６
月

一
般
質
問
発
言
の
中

か
ら
、「
更
な
る
ひ
き

こ
も
り
支
援
を
」「
シ

ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
へ

の
支
援
の
充
実
を
」

「
障
が
い
者
ア
ー
ト
に

つ
い
て
」
等
の
ほ
か
、

第
３
の
警
察
署
が
令

和
８
年
に
は
稼
働
す

予
定
、
日
暮
里
舎
人

ラ
イ
ナ
ー
等
を
熱
心

に
語
り
質
疑
応
答
も

あ
っ
た
。

　
「
寒
い
中
、
思
っ
た

よ
り
多
く
の
方
に
来

て
頂
き
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
」
と
声
を
弾

ま
せ
た
。

　
応
援
に
駆
け
付
け

た
３
期
目
に
挑
戦
す

る
坂
本
だ
い
す
け
市

議
が
激
励
し
た
。



　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

は
、
温
度
の
急
な
変

化
が
体
に
与
え
る

シ
ョ
ッ
ク
で
血
圧
が

大
き
く
変
動
す
る

こ
と
で
す
。

　
寒
い
と
、
血
管

が
縮
ん
で
血
圧
が

上
昇
し
ま
す
。
暑
い

と
、
血
管
が
広
が
り

血
圧
が
下
降
し
ま
す
。

　
人
は
、
気
温
の
変

化
に
合
わ
せ
て
体
温

調
節
が
必
要
で
す
。

寒
い
と
き
は
、
筋
肉

を
震
わ
せ
熱
を
作
り

ま
す
。
同
時
に
、
体

内
の
熱
を
逃
が
さ
な

い
様
に
血
管
を
細
く

し
て
血
流
の
量
を
減

ら
し
ま
す
。
そ
の
た

め
血
圧
が
上
昇
し
ま

す
。

　
反
対
に
暑
い
所
で （304）

は
、
熱
を
逃
が
す
た

め
血
管
が
広
が
り
血

圧
は
低
下
し
ま
す
。

　
室
内
で
、
居
間
と

ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど

に
温
度
差
が
10
℃
以

上
あ
り
高
齢
の

方
、
高
血
圧
症
・

糖
尿
病
・
心
臓
病
・

動
脈
硬
化
症
な

ど
持
病
を
お
持
ち
の

方
々
は
、
特
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

　
保
険
薬
剤
師　

　
　
　
中
山
久
二
夫

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

減
少
傾
向
に
あ
り
マ

ス
ク
も
そ
の
内
不
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
、
花

粉
症
な
ど
、
人
間
社

会
は
心
配
事
が
尽
き

な
い
。

　
今
月
号
も
沢
山
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。　

　
次
号
は
３
月
15
日

（
水
）
発
行
で
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

11
月
30
日
、
川
口

警
察
署
交
通
安
全
課

の
方
を
お
招
き
し
、

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
講
習
会
を
15
名
の

社
員
が
参
加
し
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
課
総
務

係
係
長
の
金
久
保

様
か
ら
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
交
通
ル
ー

ル
や
道
路
交
通
法
上

の
区
分
な
ど
を
説
明

い
た
だ
き
、
車
両
と

同
様
の
ル
ー
ル
と
処

罰
の
対
象
に
な
る
こ

と
を
理
解
い
た
し
ま

し
た
。

　
講
習
会
の
最
後
に

は
試
乗
会
を
行
い
、

運
転
の
コ
ツ
や
ス

ピ
ー
ド
感
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
は
都
内
や
埼
玉
県

内
の
狭
い
道
路
で
有

用
で
あ
り
、
埼
玉
県

内
の
企
業
と
し
て
も

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
導
入
は
新
し
い
試

み
で
す
。

　
写
真
上
は
埼
玉
県

警
察
川
口
警
察
署
交

通
安
全
課
総
務
係
の

お
２
人
と
榎
本
社
長
。

　
セ
ラ
フ
榎
本
＝
文
・

写
真
提
供
。

じ
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
ろ
う
〜
と

音
楽
の
夕
べ
を
開
催

し
た
。

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、

金
刺
美
穂
さ
ん
と
、

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室
内

楽
と
の
共
演
で
、「
ア

12
月
３
日
、
新
郷

公
民
館
（
館
長=
熊

木
利
治
さ
ん
）
は
、

〜
音
楽
を
身
近
に
感

　
退
職
公
務
員
連

盟
川
口
支
部
（
支

部
長=

田
代
博
人

さ
ん
）
は
、
魅
力

あ
る
教
育
講
演
会

を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
も
「
新
郷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室

内
楽
と
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
」
を
迎
え
て
、

11
月
19
日
並
木
公

民
館
で
開
催
し
た
。

　
《
映
画
音
楽
》

マ
イ
・
フ
ェ
ア
・

レ
デ
ィ
「
踊
り
明

か
そ
う
」

エ
デ

ン
の
東
「East of 

Eden

」、

明
治
座
創
業　
　
　

　
　
１
５
０
周
年

　
　
　
記
念
前
月
祭

「
大
逆
転
！
大
江

戸
桜
誉
賑（
だ
い
ぎ
ゃ

く
て
ん
！
お
お
え
ど

か
ー
に
ば
る
）」

３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
〜
28
日
（
火
）

開
演
12
：
00

　
　
　
　
17
：
00

脚
本
・
演
出　
　

　
　
細
川
徹

　
　
　
（
前
野
宿
出
身)

出
演
者
＝
松
平
健

・檀
れ
い・コ
ロ
ッ
ケ・

久
本
雅
美
等
。

明
治
座
チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
＝
０
３-

３
６
６
６-

６
６
６
６

★
新
郷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

◇
日
＝
２
月
26
日

　
（
日
）

◇
時
＝
14
：
00
開
演

◇
所
＝
鳩
ケ
谷
駅

　
市
民
セ
ン
タ
ー

　
清
水
健
二
さ
ん

峯
町
会
長
（
68
）

　
令
和
４
年
12
月
30

日
に
心
筋
梗
塞
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
役
の
町
会
長
が

逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
、

峯
町
会
、
新
郷
地
区

で
は
前
例
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
対
応
に

苦
慮
し
て
お
り
ま
す

の
も
事
実
で
す
。

　
今
後
の
町
会
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
ば
ら
く
の
間
、
遠

藤
総
務
局
長
が
「
町

会
長
代
行
」
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
任
期
は
、今
後
「
総

会
」「
役
員
会
」
で

決
定
さ
れ
る
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
清
水
町
会
長
と
同

様
な
活
動
は
出
来
な

い
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
役
員
と
力
を

合
わ
せ
て
、
頑
張
る

所
存
で
す
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
川
口
市
峯
町
会

編
集
部
抜
粋

◇
入
場
無
料

◇
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト\

デ
ィ
ヴ
ェ
ル

テ
ィ
メ
ン
ト・　
フ
ィ

ン
ジ\

５
つ
の
バ
ガ

テ
ル
他

◇
問
＝
桑
原
０
８
０-

１
０
４
２-

９
１
２
３

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

レ
ル
ヤ
・
狩
・
第
九

や
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド

レ
ー
等
。

　
会
場
全
員
で
、「
き

よ
し
こ
の
夜
・
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
し
た
。

　
写
真
左
か
ら
、
バ

イ
オ
リ
ン
津
留
崎
護
、

小
堀
直
樹
、
金
刺
美

穂
、
ヴ
ィ
オ
ラ
桑
原

知
己
、
チ
ェ
ロ
渡
辺

崇
靖
。（
敬
称
略
）

テ
ィ
フ
ァ
二
ー

で
朝
食
を
「
ム
ー

ン
リ
バ
ー
」

　
《
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」》

GReeeeN

「
星
影
の
エ
ー
ル
」　　

　
《
歌
曲(
ソ
プ
ラ

ノ
金
刺
美
穂)
》

カ
ッ
チ
ー
ニ「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」

ヘ
ン
デ
ル
「
オ

ン
ブ
ラ・マ
イ・フ
」

　
《
皆
さ
ん
で
歌
い

ま
し
ょ
う
》

赤
と
ん
ぼ
を
合

唱
し
た
。

　
写
真
前
列
左
か

ら
、
小
堀
直
樹
、

細
淵
和
香
奈
、
金

刺
美
穂
、
池
澤
し

ほ
り
、
渡
辺
崇
靖
、

桑
原
知
己（
敬
称
略
）　

　
後
列
は
退
公
連

代
表
の
皆
さ
ん
。　


